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指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

学校図書館支援学校図書館支援学校図書館支援学校図書館支援センターセンターセンターセンター事業事業事業事業（（（（知知知知のののの地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり交付金事業交付金事業交付金事業交付金事業））））

開始年度 2011 終了年度 2012

目的 学校図書館の充実を図るため、文化の館内に学校図書館支援センターを設置。図書館司書のノウハウを活かして、児童生徒の
読書活動や調べ学習の支援を行い、鯖江市の子どもの豊かな心を培う鯖江独自（鯖江ブランド）の人づくりを推進する。
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事業名

部署名 文化の館

図書館司書が学校（市内小中学校15校）と学校図書ボランティア（市民）および学校図書支援員との連携により、「司書の学
校訪問」、「児童生徒の図書館訪問」を実施し、子どもの自ら知る、調べる、感じる力を養っていく。また、親子のふれあい
による読書推進を図るため、鯖江独自の親子ふれあい事業を実施する。さらに、市内幼・保育園の園児を招待する「本との素
敵な出会い事業」など、全国的にも稀な市民と学校等と図書館が手を組んだ、０歳から中学生までを対象に年齢に適した事業
を行って、子どもが本に親しむ環境作り、読書支援を行う。

事業コード

2908

概要
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活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

一般会計

交付金事業

物件費
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基本施策
体系

重点施策
体系

図書館司書の学校訪問数 目標値 240240240240 240240240240回

実績値 240240240240

調べ学習・教科の支援数 回 目標値 8888 12121212

計算
根拠

市内１２小学校への支援回数

実績値 8888

達成率
（％）

100100100100

実数値 AAAA

ランク ＡＡＡＡ

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

学校教育を充実する学校教育

基本目標 属性 基本施策

教育環境の整備・充実

実施施策

2011

「人の増えるまち」づくり 学校・地域・家庭教育安心して生み育てられる子育て環境
の充実

重点施策 分類（大） 分類（小）

813

H23事業名 学校図書館支援センター事業（知の地域づくり交付金事業） 2908
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

市民及び学校からによる、子どもの読書支援ボランティア活動の文化の館への支
援要請がある。

根
拠

事業名

主体

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

行政主導で進めるべき人材育成である。根
拠

根
拠

有
効

性
効

率
・
効

果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名 学校図書館支援員事業（緊急雇用によりＨ
２３年度まで）

所管課 教育政策課

根
拠

ある

不可能

根
拠

根
拠

教育政策課による学校図書館支援員（緊急雇用による）の配置が無くなり、専門
の司書による支援が必要となってくる。

根
拠

教育政策課による学校図書館支援員（緊急雇用によ
る）の配置が無くなり、専門の司書による支援が求め
られる。図書ボランティアとの協働を図り、子どもの
読書環境を整備し、調べ学習等の支援を進めていく。

終了終了終了終了
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み

【平成25年度　方向性】

専門の司書が学校図書館をサポートする体制を整え、
図書ボランティアの育成を図り、協働して子どもの読
書環境の整備を進める。

平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

その他

H23事業名 学校図書館支援センター事業（知の地域づくり交付金事業） 2908

186


